
第７回川口市総合計画審議会次第 

日 時：平成27年7月30日（木）午後2時 

場 所：鳩ヶ谷庁舎3階 304・305会議室  

１ 開  会 

２ 議  事 

（１）第５次川口市総合計画案文について 

５－２．基本計画各論 

Ｃ．産業や歴史を大切にした“地域の魅力と誇りを育むまち” 

Ｃ-１：地域経済基盤づくり 

Ｃ-２：活力ある工業の振興 

Ｃ-３：活気ある商業の振興 

Ｃ-４：魅力ある農業の振興 

Ｃ-５：地域資源の活用 

（２）その他 

３ 閉  会 



 閲 覧 用 

第５次川口市総合計画基本計画 案文 

    各論 C-1～C-5 



施策 C-1：地域経済基盤づくり 

●基本方針 

企業の経営基盤の強化を支援し、さらに市産品のブランド化や販売促進に力を注ぐこと

で市内産業の競争力を強化するとともに、経済活動を活発化します。

●目標指標 

指   標 単位 現状値（年度） 目標値（H32） 

この施策の推進が図られていると感じる人の割合 ％ （H26）  

市内事業所の従業者数 人 182,328（H24） 全国における伸び率を上回る 

市内総生産額 百万円 1,337,663（H24） 
県内市町村における伸び
率を上回る 

キーワード 主な背景事象

Ⅰ

中小企業への制度融資の

充実

市内企業の販路拡大支援

地域貢献活動を行う事業者

の存在

事業承継の支援

創業・起業の支援

市内中小企業の経営基盤を強化するため、事業者

の積極的な財務状況の改善、研究開発・設備への

投資、品質管理の高度化といった活動を促す必要

があります。

地域経済の活性化のため、全市をあげて市産品の

活用を促進するとともに、販路の拡大を支援して

いく必要があります。

鋳物・機械・植木などをはじめとした本市の産業

は、次世代の経営者が不足し事業承継が難しくな

っています。

中小企業が減少している中で、民間活力を高めて

いくためには、地域の開業率を引き上げ、雇用を

生み出し、産業の新陳代謝を進めていくことが求

められています。

Ⅱ

少子高齢社会における労働

力の確保

女性の社会進出を支援

川口若者ゆめワークでの

就職支援体制

少子高齢社会下での労働力人口減少により、市内

企業での労働力の確保が懸念されています。

日本は欧米に比べ女性の社会進出は遅れており、

指導的地位に占める女性の割合も低くなっていま

す。

若者や生活困窮者の就労を支援し、生活を安定さ

せることが望まれています。

Ⅲ
産業クラスターの形成に向

けた取り組み

市内中小企業の存続・発展のためには、企業が互
いに連携し、時代のニーズに合った新たな商品の
開発や新分野への進出を促進していくことが求め
られています。

Ⅳ 技術・技能の後継者不足

若者の製造業離れが深刻であり、市内製造業にお
ける技術・技能の後継者が不足しています。
市内製造業には、ものづくりにおける卓越した技
術・技能者が多く在籍しています。



単位施策と主な取り組み 

Ⅰ 

企業経営の強化支援 

市内中小企業などの経営基盤強化のため、事業に必要な運転資金及び設備資金の制度融

資の充実を図ります。

乗数効果が期待できる市産品の活用促進イベントや庁内消費などの取り組み、市民消費

活動の促進により、市内経済に波及効果を及ぼし、産業の活性化を図ります。

地域社会への貢献活動を行う市内事業者などを支援するとともに、積極的に市内外へ

PR し、社会的信頼の向上及び販路拡大を図ります。

次世代の企業経営者の人材育成を行うことで事業承継しやすい環境づくりを支援しま

す。

創業・起業に関するセミナー・講習会や、専門家による個別相談などの取り組みにより、

創業希望者の課題解決のための支援を行います。

Ⅱ

就労環境の向上 

合同企業面接会や地元企業見学会などにより、市内企業の人材を確保し、企業活動・雇

用の安定を図ります。

女性のさらなる社会進出を支援する勉強会により、女性が活躍する場を増やし、市内企

業の成長、市内産業の活性化を図ります。

川口若者ゆめワークにおける就職支援や、生活困窮者への就労体験を行うことで、就職

者数を増加させ、市民生活の安定を図ります。

Ⅲ 

企業間連携の支援 

産業クラスターの形成などに向けた取り組みを推進し、新分野進出や事業受発注、新製

品開発などの企業間連携を支援します。

商工会議所・商工会などの活動を支援します。 

Ⅳ 

担い手の育成と技術の振興 

技能フェスタなどのイベントを通じて、市民がものづくりへの興味を持ち、技能を尊重

する気運を醸成させ、市内製造業の人材確保を図ります。

卓越した技術・技能者を顕彰することで企業内外における評価を向上させ、担い手を確

保・育成し、市内製造業の活性化を図ります。 

●関連する個別計画

計画名

川口市産業振興指針



施策 C-2：活力ある工業の振興 

●基本方針 

高い技術力を活用した製品の高付加価値化や積極的な PR といった差別化を図る活動

を支援し、ものづくり産業の振興を図ります。

●目標指標 

指   標 単位 現状値（年度） 目標値（H32） 

この施策の推進が図られていると感じる人の割合 ％ （H26）  

従業者数（製造業） 人 22,260（H24） 全国における伸び率を上回る 

製造品出荷額 万円 43,484,501（H24） 全国における伸び率を上回る 

キーワード 主な背景事象

Ⅰ
グローバル社会における競

争力強化の必要性

グローバル化による新興国との競争激化によっ

て、円安の状況においても、輸出増に結びつきに

くい経済環境となっています。本市では鋳物・機

械・木型といった代表的な工業が発展してきまし

たが、これらの産業界においても、国内だけでな

く国際的な競争力が不可欠となっています。

Ⅱ
企業立地の推進による地域

経済の活性化

地域経済をさらに活性化させていくため、市内中

小企業の事業拡張や市外からの企業立地を、さら

に強力に支援していくことが求められています。

都市化の進展による工業地域への住宅立地が進

み、本市における事業の存続が厳しい企業が存在

しています。



単位施策と主な取り組み 

Ⅰ 
ものづくり産業のさらなる振興 

市内企業の競争力を高めるために、技術力の維持強化や製品の高付加価値化、製品の

PR、販路拡大の支援を行い、ものづくり産業の振興を図ります。

Ⅱ

企業立地の支援 

市内への企業進出を促進するため、補助や融資を行います。

企業が、地域との良好な関係を維持するために、地域の一員としてコミュニティ形成を

図る活動を支援していきます。



施策 C-3：活気ある商業の振興  

●基本方針 

人々が買い物を楽しめる商業環境づくりと、地域に密着した商店街の魅力づくりを支援

し、商業の振興を図ります。

●目標指標 

指   標 単位 現状値（年度） 目標値（H32） 

この施策の推進が図られていると感じる人の割合 ％ （H26）  

従業者数（卸売業、小売業） 人 32,335（H19） 全国における伸び率を上回る 

年間商品販売額 万円 95,949,883（H19） 全国における伸び率を上回る 

キーワード 主な背景事象

Ⅰ

大型店やチェーン店の進出

インターネットショッピングの

利用増加

消費者ニーズの多様化

消費者の高齢化

空き店舗の増加

大型店やチェーン店の出店、インターネットショ

ッピングの利用増加は、個店の事業活動や利用者

の消費行動に大きな影響を及ぼすことが想定され

ます。

消費者ニーズの多様化は、商店街にとって脅威と

なる一方、良い機会であるともとらえられます。

消費者の高齢化に伴い、商業活動においても高齢

者への配慮が必要となってきています。

商店街は、地域経済において重要な役割を担うと

ともに、地域の暮らしを支える生活基盤として多

様なコミュニティ機能も担っています。



単位施策と主な取り組み 

Ⅰ 

にぎわいある商業活動の振興 

多様化する消費者ニーズに応えるため、大型店などとの差別化を図りつつ、個店の特性

を活かした個性的で魅力ある商店街づくりを支援します。

商店街の良好な景観を支援し、また、消費拡大のキャンペーンといった事業を展開する

ことで、地域の生活と経済を支える商店街の魅力づくりを支援します。



施策 C-4：魅力ある農業の振興 

●基本方針 

歴史と伝統を誇る花き・植木や野菜といった本市の農産物（生産地）のブランド力向上

と販路拡大を図るとともに、首都圏で貴重な農地を保全する仕組みを作ることで、都市

農業の振興につなげていきます。

●目標指標 

指   標 単位 現状値（年度） 目標値（H32） 

この施策の推進が図られていると感じる人の割合 ％ （H26）  

市内総生産額（農業） 百万円 1,306（H24） 
県内市町村における伸び
率を上回る 

市民農園区画数 区画 485（H26） 565 

キーワード 主な背景事象

Ⅰ

農業者の高齢化と後継者の

不足

「植木の里・安行」ブランドの

強化

ブランド強化による本市の

農業 PRや販路拡大の必要
性

（仮称）赤山歴史自然公園

の整備

都市化の進展により農地は減少し、さらに農業者

の高齢化や後継者不足により農家戸数は減少の一

途をたどっています。また、耕作放棄地などの問

題も抱えており、都市農業はますます厳しい状況

となっています。

江戸時代から続く「植木の里・安行」ブランドな

どをはじめ、本市は植木や花きの産地として知ら

れておりますが、近年では売上が低迷しています。

都市農業のメリットを活かすため、市民農園や 6
次産業化をはじめとした農業の新たな形態に関心

は高まっています。

Ⅱ
都市化による農地の減少

防災やレクリエーションとい

った都市農業機能の役割

首都圏において、まとまった農地の存在は、防災

やレクリエーションなどの観点からも重要であ

り、都市農地を保全する必要性が高まっています。

農地と住宅が共存していくためには、相互の理解

が必要となっています。



単位施策と主な取り組み 

Ⅰ 

都市農業の振興 

川口緑化センター樹里安や市内外のイベントで本市の農業をアピールするなど、緑化産

業や伝統野菜といった地域における特色ある農産物のブランド力を強化し、さらに流通

拠点の機能強化や農業協同組合などとの連携により販路拡大を図ります。

都市農業の経営を支援するとともに、企業・団体間の連携などによる、消費者にとって

魅力ある農産物・加工品の生産を支援します。

緑の拠点となる（仮称）赤山歴史自然公園を整備し、地域の振興や都市農業の活性化を

図るとともに、市内外への PR を進めていきます。

Ⅱ

都市農地の保全 

営農困難な農地を、市民が親しみやすい市民農園や、観光農園として活用する取り組み

を支援するとともに、生産緑地の指定により、農地の減少を抑え、都市農業としての機

能や価値を高めていきます。

●関連する個別計画

計画名

川口市農業基本計画



施策 C-5：地域資源の活用 

●基本方針 

本市が持つ多種多様な魅力と誇りを育み、市内外に発信していくことで、多くの交流や

活動を生み出し、まちを元気にしていきます。

●目標指標 

指   標 単位 現状値（年度） 目標値（H32） 

この施策の推進が図られていると感じる人の割合 ％ （H26）  

記者会見・記者発表・資料提供件数 件 379（H26） 420 

１１１０.city.com のページビュー月平均件数 件 76,402（H25） 83,000 

キーワード 主な背景事象

Ⅰ

誇れる文化や芸術

多様な伝統芸能・祭り

（仮称）赤山歴史自然公園

の整備

地域の魅力を市内外へアピ

ールする必要性

本市はものづくり・植木のまちとして発展してき

ましたが、それらの産業と合わせて、本市の魅力

を形成している豊かな自然や地域に根ざした文化

芸術、さまざまな祭りなど、多様な地域資源を、

本市の魅力として発信し、集客や交流、ブランド

力の向上などに活かしていくための戦略が求めら

れています。

Ⅱ
歴史や文化の継承

文化財の魅力発信

本市が今日まで大切に育んできた歴史や文化を正

しく理解し、次世代へ引き継いでいくために、文

化財を調査・保護することが必要です。また、地

域の文化財保護活動への支援は、コミュニティの

活性化にもつながります。

本市は、木曽呂の富士塚、赤山城跡などの史跡や

旧田中家住宅などの建造物のほか数多くの有形・

無形の文化財を有しており、その魅力を広く発信

していくことも重要です。

Ⅲ SKIPシティの有効活用

SKIP シティは平成 15 年にオープンし、SKIP シ

ティ国際 D シネマ映画祭をはじめとした映像産業

の取り組みも定着しています。しかし、周辺の地

域を含め、発展の余地がある施設であり今後の新

たな展開が求められています。



単位施策と主な取り組み 

Ⅰ 

地域資源を活用したシティプロモーションの実施 

東京と隣接したアクセスの良さ、日光御成道や赤山城跡をはじめとした歴史的資源、（仮

称）赤山歴史自然公園など豊かな自然環境とのふれあいの場、特色ある産業などを活か

して、広く「川口市」を PR し、イメージを定着させていきます。

市民の「川口市」への愛着を高めるとともに、本市の認知度・交流人口・定住人口の増

加を促進します。

既存の地域資源に加えて新たな資源の掘り起こしやブランド化を促進し、また、活用の

ための環境整備を行います。

Ⅱ

歴史的資源の保護と活用 

文化財や歴史的資料などの調査・収集・保存を行います。

文化財保護の意識や市内の文化財への知見を深めるために、積極的に企画展や講座など

を開催し、文化財を公開していきます。 

歴史教室や見学会を通して、文化財や地域の歴史に対する関心と郷土への愛着を高めて

いきます。

Ⅲ 

SKIP シティを活用した地域の活性化 

SKIP シティを、映像などのコンテンツに関する新しい産業創出や情報発信の拠点とし

て整備・活用するとともに、周辺駅とのアクセス性の向上を目的とした交通ネットワー

クの整備を推進するほか、周辺の住環境と調和のとれた整備・活用を進めることで、多

くの交流や活動を生み出し地域経済の活性化を図ります。 


